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第２章　計画地の現状

２−１　地ཧ的ڥ
（１）八代市の位置

　八代市は、県都熊本市の南約 40ᶳに位置し、東西約 50km、南北約 30km、
面ੵ約 681ὕを有している。西は八代海にྟみ、北は八代܊ණ川町、Ӊ城市、
上ӹ城܊、下ӹ城܊、東は宮崎県東ӓ܊٩、南はѵ北܊と球磨܊にしている。
　市域は、布田川−日奈久அ層ଳによって山間部と平野部に区分され、全面ੵの
約 75ˋが山間部、約 25ˋが平野部で形成されている。
　山間部においては、ઘ町と宮崎県༿村にまたがる国見ַ（1739m）が九州
山地のྊ地ଳを形成している。また、平野部では日本ࡾ急流の一つである球
磨川やණ川の両水系で形成された豊かな土地が広がり、ઔ状地や֯ࡾ州を中心
としたԭੵ平野が形成され、さらに中世以来の干拓による広大な平野を有して
いる。

'JH.01　八代市Ґஔਤٴͼ地ܗਤ
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（２）地形・地࣭
　八代平野はԕઙの八代海の東側に形成された南北にࡉ長いԭੵ平野で、平野
の半分近くが近世以降の干拓地である。平野部の東側は、九州山地の西端にし、
標高 500m の山々がそびえ立っている。平野部と山間部との境ք付近を北北ڃ
東から南南西にかけて日奈久அ層がり、またӓ٩−八代構造線の西端が、宮地
町あたりに達している。市の南部に位置する日奈久地区にはԹઘが༙出してい
る。
　地࣭的には、この構造線以南が中生քの八代層、日奈久層、

ㆨ ㇂ ㆡ

用層等の࠭岩、
頁岩、岩で、以北は古生քのං後変成岩地域となっており、石փ岩、変成岩、
花ቋ岩、ऄ岩等から形成されている。
　これらの山々の谷あいからは大小多くの河川が流れ出し、八代平野を潤しな
がら八代海へといでいる。主な河川は南から球磨川、ණ川、࠭川等である。
これらの河川はそれͧれ下流域に֯ࡾ州を形成しており、特に球磨川とණ川の
下流域では発達がஶしい。また、球磨川のす͙北側に水無川が流れているため、
両河川の運んだଯੵ物によってෳ合֯ࡾ州が形成され、ԭੵ平野の発達が顕ஶ
である。自然化は山麓線から 5ᶳ以上に及んでいる。また、平野部のかなり
の部分が干拓によるため、ޯ配は 1/1000 ఔ度である。さらに、標高は山麓部
では 5 〜 6m、平野部中ԝで 2 〜 3m をえるఔ度、海دりの干拓地では、1m
未満と低くなっている。

'JH.0�　八代市地࣭ਤ
Ұɾେೋɾଜాହষ（�010）ܓޱࡕɾࢤ૱ɾ光ҰɾਫҰതɾॅӳɾᖛ࡚࣏ᚸɾๅా৾౻ࡈ）

�0ສの 1地࣭ਤ෯ʮ八代ٴͼ࡚のҰ෦ʯɽٕۀ࢈ज़૯߹ڀݚ所　地࣭ௐࠪ૯߹ηϯλʔ）
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２−２　自然的ڥ
象ؾ（１）

　八代市のީؾは、Թஆな平野部とྫྷྋな山間部とに大別される。八代市統計
年ؑによると、令和 5 年度の降水ྔは、1670mm、平均ؾԹ 17.9ˆ、最高ؾ
Թ 37.2ˆ（8 月）、最低ؾԹ−3.2ˆ（1 月）を記録している。

（２）২生・動物
　八代市は、八代海にྟむ干ׁから、九州山地まで、豊かな自然に支えられた
様々な২生が広がっている。特に、八代市を含む九州山地の一部は、九州中ԝ
山地国定公園やޒ木ޒ家県立自然公園に指定される等、豊な自然環境が保
存されている。このうちޒ家は九州で最も原生林が保存されている地域であ
り、ブナ林を主体として、イチイ、シナノキ等のڊ木がࠞ在している。また、
石փ岩の互層が伸びており、石փ岩็に生息するイϫΪΫやϋズϋϋコ、イチϣ
ウシμ等が分布している。
　山間部には、特定২物群མに指定されているޒ家のシϥカϫ谷のϋシυイ
林や大行寺山のツガ林等がある。また、熊本県ر少野生動২物種に指定されて
いるミチノΫフΫジュιウ、カタΫリ及びカザάルマ等の多様な২物が生息し
ている。
　ཬ山地域では、スΪ、ώノキの২林に加え、シイ、カシ等の二次林が多く、
平野部は水田−ࡶ群མが主体となっている。
　八代市内には、野生ௗ्の多様性を保護するため、7 Օ所、6503ha のௗ्
保護区が指定されている。また、球磨川及びණ川河口の干ׁには、Ϋロツϥϔ
ϥサΪやズάロカモϝ等のر少種をはじめとした渡りௗが数多くඈ来すること
から、これらの地域一ଳは、「日本の重要࣪地 500」や「重要野ௗ生息地」に選
定されている。
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２−３　歴史的ڥ
　八代城跡群の立地する八代市には、縄文時代から近代までの遺跡が確認され
ている。平成 13 年（2001）度から 15 年（2003）度にかけて実施された、九
州新幹線ࣛࣇ島ルート建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査によって、生時代及
び古時代の良な遺構・遺物を検出し、中九州の生・古時代の研究にد
༩する多くの資ྉをಘた。特චすべき事例として、用

㇈ㆄ㆗ㆡ

ࣣ遺跡における方形周ߔ
墓の検出と੨ಔ鏡ย・Ϡリガンナの出土、上

ㆉ ㆿ ㆲ ㆈ ㆌ ㇁ ㆈ ㆨ ㆍ

日置ঁ木遺跡における小ಔ
及び木൶の出土、西ย園田遺跡における大ྔの木品の出土が挙げられる。
　中近世の遺跡の調査も実施され、古麓能寺遺跡、古麓城下遺跡における調査で、
戦国期ං後国八代の構造と、中世八代城とその城下構造の解明につながる資
ྉをಘた。
　また、市内では、ຖ年 11 月 22 ・23 日に、ユネスコ無形文化遺産「山・・
屋台行事」の一つである「八代妙見祭」が八代城跡の城下町を中心に開催され
ている。
　八代妙見祭は、八代神社（妙見宮）のळق大祭である。妙見宮はԆ暦 14 年（795）
に武天ߖのئによって社殿が創建された。妙見中宮は上宮の麓、中宮川の
谷の奥にあり、Ӭ暦元年（1160）3 月 18 日、二条天ߖのئによりං後守平
ః能ேਉが創建した。また、妙見下宮は文治 2 年（1186）11 月 15 日、後ௗӋ
天ߖのئによって検

㆐㇓ㆍ㇇ㆄ㆕㇓ㆿ

校ࢄ位大
ㆈㆈㆆㆮㆀ㆝㇓たㆉㆵ㆕

江ேਉ高が八代܊ଠ田郷赤土山の下に創建し
たと伝えられている。その後、戦国時代の余を受けて一時ਰୀすることとなっ
た。
　八代が加藤ਗ਼正の所領となり、ਗ਼正の後、八代城代加藤正

ㆾ㆕ㆉた

方は妙見宮の復
興にあたり、元和 8 年（1622）12 月、殿Ӊを創建し田ാをد付しਸܟ社とした。
Ӭ 9 年（1632）、加藤氏の改易により熊本城にはࡉ川利が、八代城には
利のࡉ川興（ࡈࡾ）が入城した。ࡉ川家の家史である『໖

㇁㇓㆓ㆄ㆗㇅ㆄ㇍ㆎ

考ा録』による
と、興は妙見宮に伝来する࢛ಪを見て、
川家の（九༵と引両）と妙見宮の神ࡉ
が同じであることにෆ思議なԑを感じ、先
例のように社領として現米 8 石 4 ే 7 ঋを
༩え、祭ྱを保護した 。さらにӬ 17 年

（1640）には 100 石の社領をد付した。
興の後、松井氏が八代城に入り、妙見宮
祭ྱはࡉ川家の直祭りから松井氏代々の
祭りとして߽՚な祭ྱが行われるようにな 1hoto.0�　ົݟ祭のُऄ
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り、長崎ਡ訪神社・博多崎宮とซせて九州ࡾ大祭りとӠわれる΄どの況を
ఄした。
　明治初年の神分令によってന木山神宮寺をटとする 15 の天台・真言फ
の寺院はഇ止され、以後は八代神社と改称する。妙見祭は今日に至るまで຺々
と受け継がれ、八代城跡群と共に八代市を代表する文化財となっている。
　現在、八代妙見祭は 9 基のּをはじめ、ُとऄが合体した想像上の動物で
あるُ

ㆌ ㆠ

ऄ・ࢰ子・花ౕ・木അ等のྷな出し物が連なり、市内約 6km を渡り
歩く勇な神幸行ྻとなっている。この行ྻは平成 23 年（2011）3 月 9 日付
で国の重要無形民俗文化財に指定されるとともに、平成 28 年（2016）12 月 1 
日には妙見祭を含む全国 33 ݅の国指定重要無形民俗文化財が「山・・屋台行事」
として、ユネスコの無形文化遺産として代表一ཡに記載された。

（１）旧石ث時代
　八代市内では、旧石ث時代の遺跡はまだ発見されていない。近ྡではණ川町
の立

たㆦがㆿ

神υトΫ遺跡でナイフ形石ثが࠾集されている。

（２）縄文時代
　この頃は、現在の八代平野の大部分は地化しておらず、遺跡は、山麓や干
拓以前の島

ㆨㆄ㆗㇇

ቦに多く存在している。
　ૣ期〜前期の遺跡としては、ԡܕ文土ثや石ثが出土した高島遺跡、ԡܕ文・
ીാ式土ثが出土した産

ㆄㆶ㆗ㆾ

島௩がある。
　中期の遺跡としては、Ѩ高式土ثや石᭲が出土したޒ田௩、Ѩ高・南福寺・
出水式土ثや石᭲が出土した田川内௩がある。
　൩期になると、ঃ々に自然化が進んだようで、ӓ式土ثが出土した

㆗㇇ㆄ㇍ㆄㆩㆄ

࿖ ಊ遺跡等、平野部にも遺跡が見られるようになる。

（３）生時代
　平野部に集མが形成されるようになり、球磨川ӈ
岸の島田遺跡、用ࣣ遺跡、上日置ঁ木遺跡、西ย
百田遺跡、キリシタン寺院等で୦݀住ډ跡が検出さ
れている。特に、用ࣣ遺跡から出土した੨ಔϠリ
ガンナと上日置ঁ木遺跡から出土した小ಔは、
それͧれ国内出土の南ݶとなっており、北部九州と
八代平野の交流を検討する上で重要な資ྉである。

1hoto.0�
্ஔঁҨ跡ग़খಔ
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　また、球磨川ࠨ岸に位置する下
㆗㇂ㆻ㇊ㆌ㇊

堀切遺跡でも、生時代後期の集མをめ͙る
。が確認され、木農耕具が出土しているߔ

（４）古時代
　古い時期の方形周ߔ墓が、用ࣣ遺跡や上日置ঁ木遺跡で確認されている。
また、八代では島ቦ、山麓、平野部に多くの古が見れる。島ቦにある୦݀式
石ࣨのೇ

ㆎ㆙ㆮㆌやㆾ

木山古は築造年代が 4 世لと考えられ、八代平野南部では最も古い
古である。さらに、০古もあり、熊本県指定史跡である田川内第 1 号古
はԣ݀式石ࣨ内部に二重同心円等をࠁんだ০古として知られている。八

代平野東部山沿いにも大௩古や高
たㆉㆨ㇊ㆄㆆ

取上の
山
やㆾ

古、Ե
ㆈㆨㆾ㇋

丸古群、上ย町َの岩屋古
群等多くの古が築造されており、付近に
集མが形成されていたと考えられている。
また、西ยҴ村遺跡では୦݀式住ډ跡が確
認されている。

（５）古代
　『和

㇏ㆿ㇇ㆄ㇋ㆂ㆘㇅㆗㇇ㆄ

名類ᡉঞ』によると、八代܊は奈良時代に「౾志࿊」と表記され、「木
行・高田・小河・ංҏ・豊福」のޒ郷が置かれていたとされる。このうち「高田」
は奈良木町一体と考えられ、Ӻ路の「ٺ

ㆎ た ㆿ

」は二見本町、「ย野」は上ย町にൺ
定され、上ย町の北ྡの川田ژ௶遺跡（川田町西）では、「川大」とฟ

ㆸ㇉

書きされ
た土師ثが出土している。また、宮地観

ㆉ㇓ㆍ㇇ㆄ㆘

行寺遺跡（宮地町）でも、これと同じ
ච跡で「川大」とฟ書きされた土師ثが出土し、目される。ચ

ㆀ㇉ㆂㆌ㇊

切遺跡（ਗ਼水町）
では奈良ࡾ彩ยと「Ԧ成古」と書されたਢثܙ、「એ」「୴」「高人」「࢛」「ޒ
月」「寺」とฟ

ㆸ㇉

書きされた土師ثが出土している。
　興ળ寺ഇ寺跡（興ળ寺町）、ޒ田遺跡、観行寺跡（宮地町）、能寺跡（古麓
町）、護神寺跡、妙見上宮跡（妙見町）等では布目瓦が表࠾されている。ԭย遺跡、
宮地৲遺跡、宮地観行寺遺跡、古麓能寺遺跡では円面ݛが出土し、御

ㆿ ㆄ ㆡ

内遺跡（古
麓町）からはਸ਼花八ྏ鏡、宮地৲遺跡からは八ྏ鏡のഁยが出土している。
宮地町ではෳ数の石ଳが出土しており、福

ㆵㆎ㆗㇇ㆄ㆘

正寺遺跡では土師ث・ਢثܙ・北
મとともに石ଳ 1 点、宮地৲遺跡で 2 点、宮地小ാ遺跡で 1 点出土している。
また、西ยԵ

ㆈ ㆤ

津南遺跡からはࠊଳに付ける০具である丸が 1 点出土している。
　これらはいずれも遺構に伴うものではないが、出土層位の年代は古代を主体
とするものであり、周辺に官ᦰの存在を想定することができる。護神寺跡と興

1hoto.04　ా第 1߸ੴࣨ෦
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ળ寺ഇ寺跡にౝ心礎が残されており、興ળ
寺ഇ寺跡に建立された明言院には、平安時
代の作とされるඏࠫ門天立像が遺存してい
る。
　また、近年都市計画道路建設に伴い、西
ยҴ村遺跡・西ย下

㆗ ㇂ ㆤ ㆾ ㇋

通丸遺跡、西ยԵ津遺跡、
西ยԵ津南遺跡の発掘調査が行われ、南北
の環でڬまれた区域から「അ取」銘のࠁ
書土ثが 6 点出土した。当該地周辺には古
代官道の西海道がっていたことから、「അ取」銘ࠁ書土ثが出土した西ย下通
丸遺跡・西ยԵ津遺跡・西ยԵ津南遺跡には「Ӻ家」に関する施設があったと
考えられている。

 竹原古墳群

日置町古塔群

日置町貝塚

いら塚貝塚

鐘楼堂貝塚

鐘楼堂
鐘楼堂古墳

長田町遺跡

西片町園田遺跡

白石貝塚

虚空蔵古墳

洗切遺跡

長塚古墳

大塚古墳

茶臼山古墳

方見堂

高取上の山古墳

上片町鬼の岩屋古墳群

乙丸古墳群

源六遺跡

宝泉院勝延行者の墓

荒神塚遺跡
村上河内屋敷跡

神宮寺跡

一乗坊跡
観行寺跡

宮前遺跡

符山焼窯跡 

池尻遺跡

御小袖塚
護国山顕孝寺跡

木村喜三次屋敷跡 

階下古墳群

能寺跡 

悟真寺 

中宮山護神寺跡（塔心礎） 
護神寺製鉄跡

懐良親王御墓・宝篋印塔

妙見中宮跡 
櫨場遺跡 

勝尾城跡 新城跡 
丸山城跡 

山下古墳 

御内古墳 

江東山春光寺・
実相院の庚申碑 

春光寺製鉄跡 
鞍掛城跡 

古麓城跡 
相良義陽墓 

鷹峯城跡 飯盛城跡 

遥拝堰奈良木古墳群懐良親王御所跡

古閑上町貝塚

泰勝院跡・細川三斎公荼毘所の
甘棠園・泰巌寺跡

八王社の庚申碑
松井神社の茶庭

松浜軒
松浜軒の茶庭

鏡の池跡

御客屋敷跡

医王寺の庚申碑

栽柳園

 十三重塔

永御蔵跡

浪川貝塚

志溝遺跡

長田町石原遺跡

中片町筧渡遺跡

中片小路遺跡

岡神遺跡

条里跡

西片百田遺跡

西宮長割遺跡

稲重遺跡

古麓城下遺跡

ഡچݪఅ

大平山遺跡 

辺田遺跡

宮地小畑遺跡

宮地観行寺遺跡

宮地年神遺跡

中片小路遺跡

西片稲村遺跡

宮地池尻遺跡

球磨川はね

札の辻跡

正法寺跡

薬師堂

うその谷遺跡

征西将軍高田御所跡

高田手永会所跡

安養寺 
能寺廃寺跡

悟真寺宝篋印塔

加藤忠正墓 

片岡云正墓 

御内遺跡

 新城 

木下し窯跡

羽火原火葬墓
平山城跡

平山古墳

十二里木跡

松岡屋敷跡
 万年寺跡

木下し遺跡
下堀切遺跡

西片下通丸遺跡

西片乙津遺跡清水町遺跡
若宮官軍墓地跡

横手官軍墓地跡

織田信長墓五輪塔

八丁嶽城跡 

ฏנࢁ༼

�ݹ

ീ

ഴౡ
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（６）中世
　八代は平家に༩えられていたが、平家໓後は一条能保ࣨ（源པேの実ຓ）
の遺領としてその名が見える。したがって、八代はח時代成立期には平家
から一条家に伝領され、その後は北条氏のಘफ領か有力一門の領地であったと
考えられている。「小ૣ川家文書」（熊本県指定）の文Ӭ 7 年（1270）༬所ࠫ
Ѽ行状、及び同文書の建治 2 年（1276）ฌݿ助Ѽ行状の記ड़内容から、13
世ل中頃までに八代の開発が行われていたことが確認される。
　また、熊本県Ӊ城市のદ田家に伝わる『દ田文書』（『熊本県史ྉ』中世ร 3）の、
正和 3 年（1314）八代ҏ賀ࠨӴ門入道代光࿇ਃ状によると、「八代ঙࡾϲ村」
のҏ賀ࠨӴ門が「同ঙଠ田郷宮地ന木社」の供ૐหलのඇ法をૌえている。宮
地ന木社は八代神社（妙見社、熊本県指定文化財）の下宮であることから、14
世ل初಄には八代神社の下宮が宮地村（現八代市宮地町）に所在していたこと
がわかる。
　この他、八代市内の悟真寺（妙見町）、௰遺跡（西ย町）、西ยҴ村遺跡（西ย町）、
中ย小路遺跡（中ย町）、࿖ಊ遺跡（井上町）ではח時代ฒ行期の同安窯系
੨࣓とཾઘ窯系੨࣓が出土している。
　南北ே期になると、建武元年（1334）に後ޣ天ߖから名和ٛ高が八代の
地಄職をࣀり、の一部を出Ӣ国٩築大社にد進した。ٛ高はཌ 2 年（1335）
に八代の代官として内河ٛ真をݣするとともに、Ѩો・٠氏とともに南
ே方に༩して各地を転戦した。また、正平２年（1347）にはջ良親Ԧが高田に
在し、高田御所の࢝まりとなった。
　古麓城（中世八代城）が文献に初めて現れるのは正平 3 年（1348）のことである。

『Ѩો文書』に「八代城事、ᙛ住人等ෆ安ూީ之間、面々୵ਃީ由」とあり、古
麓城のことを「八代城」と記している。また、『武༤神社文書』（『佐賀県史ྉ集
成』第 2 巻）明徳 2 年（1391）9 月日条の武༤社大宮司跡代新ฌӴҗ܉状には、

「八町ባ城」を北ே方の今川了俊がܸ߈し、南ே方の名和顕興を降෬させたこと
が記されている。
　また、相良長続及びҝ続にैったݘಐ重国の目安のҊ文である、「ݘಐ重国܉
状Ҋ」（「新宮家文書」の「新宮ঙ大覚書」所ऩ）に古麓城に関する記載がある。
文明 8 年（1476）10 月 7 日条に「ն悟真寺口、城戸二重切ഁ」と記されている。
これは相良氏が名和氏のډ城である古麓城を߈めた際、悟真寺方面から߈め登
り、（古麓城の）二重の城戸をഁって߈め入ったということである。この城戸は
古麓城跡の遺構であると推される。
　戦国期になると、家ಜ相続をめ͙って相良ҝ続の応援を受けた見ฦりとして、
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文明 15 年（1483） に名和顕が高
田 350 町を相良氏にׂৡした。し
かし顕は、相良氏がࡵຎへ৵߈中
に高田を武力でୣճしたため、文明
16 年（1484） 、相良ҝ続は「八代ࡾϲ
所城」をམ城させ、名和氏を์し、
八代は相良氏の所領となった。
　相良氏はཌ 17 年（1485）から八
代の領域支配を本֨化させたが、明
応 8 年（1499） にං後国守護職の
٠能運の力によって名和顕が八
代に復ؼした。しかし、文ُ元年（1501） には࠶度相良長ຖが高田城を拠点に
八代を߈略し、Ӭ正元年（1504）以降、八代は相良氏の領地となった。長ຖは
Ӭ正９年（1512）に子長

ㆪがㆾ㆕

ᜀに家ಜをৡり、高田今出水に館を築きӅډした。
　相良氏支配下の八代では、『八代日記』天文 3 年（1534） Ӟ 1 月 16 日条に「た
かの็城取܃立」と記されるように、相良長།によってୋ็城の築城が開࢝さ
れた。また、同年 2 月 10 日条には「長།様࢝たかミね城ニ御在城ީ」とある
ことから、ୋ็城は完成していると考えられる。さらに、『求ຑ外史』天文 3 年

（1534） 条にも「新築城ԙ八代ୋ็」と記される等、中世八代城と城下町の整備
が行われた。相良氏による整備によって、古麓城下は家ਉ団のډ住区や工ঊ・
商人のډ住区が拡張された。
　他方、『八代日記』天文 12 年（1543） 1 月 19 日条に「八代ࣣ日市九日市ম
ީ」、天文 18 年（1549）4 月 19 日条に「八代ߌ瀬ࡾ町মࣦ」、天文 23 年（1554）
12 月 18 日条に「ߌ瀬一日市九日市両町西ย一方মࣣ日町ଖ余ෆমީ」等と
あるように、城下町のඃ災関連記事が見えることから、طにこの頃には城下町
が形成されたことや、町が度々Ր災に見われていたことが確認できる。
　相良氏はୋ็城の築城や城下町の整備とともに、球磨川河口に所在する、ං
後国の主要な港であった徳ᔹの津の整備も行った。
　長།は天文 7 年（1538）6 月から市木丸という大ܕધを建造し、ཌ 8 年（1539）
には進水式を行っている（『八代日記』天文 7 年 6 月 19 日条及び天文 8 年 4 月
13 日条）。また、『八代日記』天文 23 年（1554）7 月 12 日条に「渡仕ީ市
木丸御स徳淵着ީ」とあり、市木丸が明に渡っていたことがわかる。『八代日記』
には、この΄かにも「渡」という文言がࢄ見されるので、整備した徳ᔹの津
を中心にアジアとの交易を行っていたのである。

1hoto.0�　古麓城跡ۭࣸߤਅ
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　一方、大༑ٛؑは、天文 12 年（1543） に、将܉足利ٛからං後守護補任
状をಘて、ං後を力下に置いた。
　古麓城と城下及び徳ᔹの津の整備を進めた相良氏であったが、天正 10 年

（1582） に島津氏のං後৵߈により降෬した。古麓城は島津ٛ߂に༬けられ、島
津氏家ਉの平田光फが八代にறཹし、城下の屋敷を॓館として利用している。
　ං後国では٠氏の力がਰえた後、有力な国人層である小代氏、۾部氏、
赤星氏、合志氏、城氏、名和氏、Ѩો氏、相良氏等がׂ拠していた。しかし、
いずれも一国をଋねるだけの力・実力を有しておらず、国内の国人ऺは豊後
の大༑氏、ࡵຎの島津氏、ං前のཾ造寺氏等の力のӨڹを受けていた。
　ං後国の守護であった٠氏は戦国大名へ転化できなかった。ٛؑのఋ大༑
重治（٠ٛ武）は٠氏の家ಜを継ぎ、ං後の守護職にも任じられたと考え
られているが、大༑氏によるං後支配は安定せず、ز度となく戦ཚがىこった。
特に、旧٠氏家ਉの赤星親家と۾部親Ӭの対立がܹ化し、Ӭ 2 年（1559） 
の合川の戦いを契機に赤星氏は大༑氏の助力をಘることとなった。一方、۾
部親Ӭはཾ造寺隆信にٹ援をཔんだ。この頃、大༑氏は島津氏との戦ಆを܁り
ฦしていたが、天正 6 年（1578）11 月のࣖ川合戦で島津氏にഊ北した。
 　ࣖ川合戦における大༑氏のഊ北を契機に大༑氏の力は急速にਰえ、天正 7
年（1579） にཾ造寺氏はஜ後を制ѹしてං後に৵入した。ཾ造寺氏は天正 9 年

府城主となっ۾部親Ӭが۾、め、ං後北部を支配下に置き߈度ං後を࠶ （1581）
た。
　これに対して、大༑氏をཔっていた۾本城主城親ౙは大༑氏を見ݶり、島津
氏をཔった。天正 8 年（1580） 、島津ٛ久は城氏の求めに応じてං後൪ऺとし
て佐多久政等をݣした。ཌ 9 年 9 月に島津ٛ久の命で水ມ城を߈め、相良ٛ
ཅはѵ北を島津氏にׂৡし、同氏の܉門に降った。ٛཅは島津܉の一員として
した。この戦いの結果、島津ٛ久は八代にࢮϲ原で戦ったが、戦ڹ൹फ運とߕ
島津ٛ߂を置いた。
　島津氏はいをಘて、天正 12 年（1584） に島原においてཾ造寺隆信を߈め、
隆信は戦ࢮした。これ以後、ං後は΄΅島津氏の力下となった。同 7 年から
と力下へのฤ入の過ఔにおいて、八代は島津氏の߈まった島津氏のං後৵࢝
ං後における拠点となった。島津氏はං後制ѹ後さらにஜ後への৵߈を目指し
たが、大༑氏の力がいまだ強く、島津氏は৵߈をஅ念して八代へؼਞすると
ともに、大༑फྣに対して豊後へのؼਞを求めた。ཌ 13 年には、島津氏のං後
制ѹは΄΅完了した。
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（７）織豊期
　天正 15 年（1587） 、大༑फྣの要によって豊ਉल٢が九州߈めを行い、
島津氏は豊ਉ܉にԡされてୀ٫し、南下した。4 月 19 日にはल٢が古麓城に入
城し、4 日間在した。ल٢は福島正則を古麓城の守将に任じた。このल٢の
九州߈めと九州国分けを契機として、九州・熊本の近世の幕が上がった。
　九州߈めの後、ल٢は九州の国分けを行い、島津氏はࡵຎと大۱、日向の一
部を安ూされるとともに、九州各地には豊ਉ系大名が領地をѼ行われて入国し
た。ං後は同年 6 月に佐々成政にѼ行われて൪台が置かれたが、検地அ行に端
を発する国ऺ一ᎋのをわれ、ೌ崎にて切ෲを命じられた。成政切ෲの後、
ං後の北半分とѵ北܊の一部は加藤ਗ਼正に、ං後南部のӉ土・ӹ城・八代・天
は小西行長にѼ行われた。
　行長は城代として小西美作行重

（小西郷） を古麓城に入城させた
が、行長は新たに徳ᔹの入江と球
磨川に囲まれた麦島に新しく麦島城

（織豊期八代城） を築き、古麓城は
ഇ城となった。
　ところで、織豊系城郭とは、天正
4 年（1576）に織田信長がඐഀބ
൞の安土山に築いた安土城にはじま
り、石垣、瓦、礎石建物のࡾ要ૉで
構成される城郭の総称である。織豊
系城郭は、はじめに信長、そして本
能寺の変以降はल٢の力が拡大す
るのと歩調を合わせて各地に伝し
ていった。
　しかしながら、関西や東海地方と異なり織田「政権」によるӨڹ力がしかっ
た九州では、天正 15 年（1587） のल٢による九州߈めと、戦後の九州国分け
にैう豊ਉ系大名の入国による城郭築城が導入の直の契機となった。九州߈
め以前には、織豊系城郭技術に基づいた石垣を有する城郭は基本的に存在せず、
土ྥや状୦堀群、堀切等、あるいは石ੵみ技術によって城郭を築いていた。
　九州߈めと九州国分けの結果、天正 16 年（1588）頃から九州において織豊
系城郭が築かれるようになり、小ૣ川隆景がஜ前に築いた名島城、ࠇ田長政が
豊後に築いた中津城、そして小西行長がං後に築いた麦島城（八代城）の 3 城

1hoto.07　ഴౡ城跡本ؙੴ֞

1hoto.08　ഴౡ城跡খఱकੴ֞
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跡が確認されている。また、近年、隆景が名島築城以前にډ城とした立花山城
も改修を受けて織豊系城郭化したことが確認されている。
　その九州の織豊系城郭は「豊ਉ政権下と江戸時代初期において豊ਉ系大名に
よりある一定の築城技術・理念に基づき築城された城郭」と定ٛされている（宮
武　2003）。しかし、織豊系城郭技術の導入とともに在地系技術による城郭が
ຎや日向等豊ਉ系大名にѼ行われず、島津氏等在地ࡵ、ஞされたのではなくۦ
系の大名に本領安ూされた地域では、在地系の城すなわち求心構造にしく、
の中世ܕ定的な石垣あるいは石ੵみを用いた南九州ݶ、口等が未発達でありދ
城郭を基盤とする城郭が、一定期間あるいは明治ҡ新直前までฒ存していたこ
とが指ఠされている。
　なお、はじめにං後をѼ行われた佐々成政が国内でどのような城郭を築いた
のかは明らかとなっていない。ただし、近年、成政によって熊本県ߕ佐町の
ਞノ内城跡（ਞノ内館跡）が改修を受けた可能性が指ఠされている（山内　
2010）。
　さて、麦島城に関連する史ྉはඇৗにしく、当時の史ྉは財団法人Ӭ੨文
の所蔵である『慶長ං後国ֆ図（ࣸ）』に代表される。麦島城がഇれた後の史ݿ
ྉとしては、『八代܊高田手Ӭ麦ౢ村今度村ᅴ築立ไީئֆ図』（八代市立博
物館未来の森ミュージアム所蔵、以下「市立博物館」とする）、あるいは加藤氏
改易後に入国したࡉ川氏関連史ྉ中に巡検の麦島城跡視関連の記ड़がある。
その他に江戸中期以降にฤࢊされた『ං後国ࢽ』や『国܊一統志』等、あるい
は加藤ਗ਼正の伝承をまとめた『ਗ਼正܄考』等のฤࢊ史ྉに麦島城に関する記
ड़が見える。
　麦島城は、豊ਉल٢の家ਉであった小西行長が、天正 15 年（1587） のल٢
の九州߈めと、それに続く九州国分け直後の同 16 年 頃に築城を開࢝したと考
えられる。もっとも、麦島城の正確な築城年とॡ工年はෆ明であり、『ਗ਼正܄考』
のക北一ᎋの条によると文元年（1592） においてまだී్中であったよう
だが、本丸部分の石垣等、城郭の主要部分は完成していたとஅされる。したがっ
て、小西行長時代には本丸等の城の主要な縄張や施設は完成していたと考えら
れる。
　麦島城を築いた行長は、豊ਉल٢のே出ฌに先立つං前名護屋城の築城に
も関༩し、ׂීにै事した。行長は文の役において、ҽੰ関係にあった対
അのफٛஐとともに第一܉として参戦し、現在の平付近まで৵߈した。行長
は戦線にै事するとともに、他方では和ກを目指して明やேと和平交বを進
めた。
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　行長がே半島で戦っている最中、島津氏家ਉであったക北国݉等は一ᎋを
、し、加藤ਗ਼正の支城であった佐敷城（熊本県Ѷ北町） を拠させるとともにى
行長の支城であった麦島城をܸ߈するが、小西側の߅にૺいఫୀし、後に一
ᎋはѹされた。
　文の役は行長や石田ࡾ成のਚ力によって一応の和平Ҋがまとまって終結す
るも、豊ਉल٢Ӽ見の場にて和平工作が࿐ఄし、和平Ҋはഁした。和平Ҋഁ
後、慶長 2 年（1597）に࠶度、ल٢の命により日本܉はே半島に上し、
戦ಆを続けた（慶長の役）。慶長の役では、行長は全ཏ南道南原の戦いに参戦し、
あるいはॱ天城でே・明の連合܉に包囲されたਗ਼正のٹ出にあたった。慶
長の役は、ल٢のڈࢮによって終結した。
　慶長の役が終結すると、石田ࡾ成を中心とするལ幕と徳川家߁との対立等
を要Ҽとして、慶長 5 年（1600） 関ϲ原の戦いがىった。ං後の小西行長と加
藤ਗ਼正は文・慶長の役時から続く方の対立等の要Ҽから、ࡾ成方（西܉） に
行長が、家߁方（東܉） にਗ਼正が参戦した。西܉はഊれ、行長はࡾ成や安国寺
された。行長の本城であったӉ土城はܐᘴとともにॲܙ 10 月 14 日に、支城で
あった麦島城は 10 月 17 日に加藤氏により開城・ऩされ（Ѩો品　2006）、
加藤正方が城代として城を༬かることとなった。加藤氏の支城となった後、麦
島城は本丸を中心に改修されるとともに、平山瓦窯が築かれて城主加藤家の家
瓦や城代加藤正方の家瓦等がম成され、城に෪かれたと考えられる。
　関ϲ原の戦い以後、麦島城は熊本城を中心とした加藤氏の本城−支城体制に組
みࠐまれ、佐敷城、水ມ城とともにྡ国島津氏に対するݗ制、「境目の城」とし
て機能した。
　また、小西氏から加藤氏支配となった八代では、小西時代には൳護されてい
たキリシタンが慶長 8 年（1603）に麦島の地でॲܐされ२教した。現在は、麦
島城天守台跡の北側にキリシタン२教者ྻ福記念公園が整備されている。

（８）江戸時代
　徳川家߁の江戸開府後も、公ّ二元に代表されるように豊ਉलཔの大ࡔ城
や西国は未だෆԺであり、ං後では関ノ城（南関城）や佐敷城の改修等が行わ
れていた。他方で、小西行長の本城であったӉ土城や部城がഇ城となる等、
ං後における本城−支城体制の増強と࠶ฤが進められた。その一環として、麦島
城も本丸部分を中心に改修が行われたのであろう。この時期に描かれた『慶長
ං後国ֆ図（ࣸ）』には、ං後国内の 13 Օ所の城が描かれており、麦島城は熊
本城とฒんで外観 3 ֊建ての天守と付櫓、石垣を持つ城として描ࣸされている。
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麦島城跡の石垣は石փ岩を用いた野
面ੵみである。
　加藤氏がਗ਼正から広へ代ସわり
をしたཌ年の慶長 17 年（1612） に
は、Ӊ土城、水ມ城、部城がഁ城
となった。大ࡔՆのਞ後、同 20 年

（1615）に出された「一国一城令」
では、加藤氏の本城である熊本城と
支城の麦島城以外の城はഁ٫され
た。ここにං後熊本の一国二城体制
が確立し、加藤氏改易後に入国した
川氏時代を通して、明治ҡ新までࡉ
二城体制が継続することとなる。
　しかし、麦島城は元和 5 年（1619） 
3 月にىった地震によって倒壊し、
城郭は麦島の地に࠶建されることな
く同 8 年（1622）に松江の地に移
転された。この移転された城郭が八
代城（江戸期八代城）である。本丸
東側の当御門前にかかるཝ干橋に

「元和八年二月٢日」銘ٖๅचが残
されていたが、現在は保存のために
取り外されて市立博物館にدୗされ
ている。
　なお、麦島城の瓦をম成していた
平山瓦窯も、新城ॡ工に伴いഇઈし

たと考えられる。八代城築城時の瓦をম成した瓦窯は、現時点では確認できて
いない。
　新城ॡ工から 10 年を経たӬ 9 年（1632） 6 月、加藤広は改易となり、
同年 12 月に豊前からࡉ川利がං後熊本に入国した。また、八代城には利の
であるࡉ川興が中津城から入城した。
Ӭ川氏のං後入国後のࡉ　 10 年（1633）に、幕府の上ऺがං後の巡検に
訪れた。『ࡉ川家史ྉ』（『大日本近世史ྉࡉ川家史ྉ』ޒ）によると、上ऺは
地震で倒壊した麦島城跡の現況に関心を持ったようである。

1hoto.10　八代城跡本ؙۭࣸߤਅ

1hoto.0�　地でյͨ͠ഴౡ城跡の平࿌



第̎章　計画のݱঢ় 第̎章　計画のݱঢ়

28 29

Ӭ　 14 年（1637） 10 月には天・島原のཚがىこり、小西行長の旧領を๊
える熊本藩では、ࡉ川氏が天・島原に܉をݣし戦功を上げた。
　ཚの終結を受けて、幕府はӬ 16 年（1639）、ポルトガル人の์と来ߤを
止したが、ཌې 17 年（1640）にポルトガルધが長崎へ入港し、幕府はԕ見൪
所を設置、九州各大名に異国ધへの警ռにあたらせた。ࡉ川氏も八代・佐敷・川৲・
南関等に൪所を置いて警ռにあたった。天・島原のཚ以降、八代城はࡵຎへ
のݗ制の機能とともに、異国への警ռの役目が加わったと考えられる。
Ӭ　 18 年（1641） に初代藩主のࡉ川利がڈࢮすると、光尚が２代藩主となっ
た。また、正保 2 年（1645） Ӟ 5 月には八代城のࡉ川立孝が、同年 12 月には
前藩主利ので八代城の興もڈࢮしたため、光尚は幕府中の許可をಘて、
ཌ 3 年（1646）にࡉ川家ච಄家の松井興長に八代城を༬け、以後、松井氏が
城主（城代）を務めた。
　松井興長は八代城入城後、北ノ丸にあったହ勝院をफӢ寺と改めて松井家の
菩提所とした。その後、4 代直之のときに 3 代藩主ࡉ川綱利の命により、熊本
にあった春光院を八代古麓に移し、Ԇๅ 5 年（1677） に江東山春光寺と改めた。
これ以後、春光寺は松井家歴代当主とその正ࣨ及び松井一がる墓所（松井
家墓所）となり、現在に至る。
　なお、元元年（1688）には松井直之がਸ๕院ೌのために、八代城本丸北
西に浜の御茶屋（松浜軒）を建立している。松浜軒は平成 14 年（2002）に国
の名勝に指定された。
　八代城は度々建物や石垣、庭園の等の改修・修復を行っている。文 12 年

（1672） 2 月にはམཕによるՐ災により、天守や小天守等をমࣦした。ཌԆๅ元
年（1673）に࠶建に着手したが、天守は࠶建されず、小天守、人櫓、埋御門
等が࠶建された。その後もز度となくՐ災や石垣の崩壊等のඃ害を受けた。
政　 9 年（1797） 10 月のՐ災では、小天守、本丸御殿等がমࣦし、同 11 年

（1799）にそれらの࠶建に着手した。
　八代城は上ड़の通り、Ր災等のඃ害により建物は現存していないが、城下の
町ׂや近世の寺院が現在も良く残っている。
　八代平野はその 3 分の 2 が、江戸時代以降に本֨化した八代海の干拓によっ
て形成されている。そのため、市内には江戸時代から明治・大正・昭和の各時
代における干拓అ跡や樋門跡等が保存されている。
　このうち、高

たㆉ㆗ㆾ㆗㇓ㆡㆌ㇅ㆄㆦㆂㆼㆄㆀㆨ

島新地旧అ跡は、文化 13 年（1816） に八代城代松井徴
ㆀㆌ㇆ㆌ

之の
指示により、高子原村と松崎村が築いた高島新地干拓（187 町歩）に伴うఅ
と樋門であり、ං後ࡉ川藩に特徴的な有力家ਉによる初期の干拓の有り様を示
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すر有な遺構である。అは八代城の
石垣にも用されている石փ岩をૈׂ
し、野面ੵみで築かれている。また、
అ北端に位置する樋門跡も石փ岩の
野面ੵみで築かれている。
　8 代藩主ࡉ川੪

ㆪ㇊㆗㆒

ᣍは八代・Ӊ土・下
ӹ城３܊ԭの 2600 町歩干拓計画を企
図した。野津手Ӭঙ屋のࣛ

ㆉㆮ㆓ㆍ㇊㇇ㆄㆸㆂ

子木ྔ平
は、その具現化を図るために百町新地
開の干拓を発Ҋ・施工した。その後も
ྔ平とその息子ݠ之հは同計画に基づ
いて、文政 2 年（1819） に࢛百町新地
開を実施した。この干拓に伴い築かれ
た大

ㆈ ㆖ や

ৌ樋門群は、当初 5 基の樋門群で
あったが、「֪

ㆉ ㇉ ㆲ

樋」「二
ㆫ ㆰ ㇓ ㆲ

൪樋」「江
㆔ㆄㆡ㇅ㆄㆲ

中樋」
の 3 基が現存する。いずれも࠭岩の切

石ੵみで築かれており、3 〜 5 連樋の樋管を有する樋門群である。
　ࣛ子木ྔ平・ݠ之հ親子はさらにࣣ百町新地開を成功させ、八代平野の干拓
技術もඈ躍的に発展をげることとなった。
　これら八代平野に現存する高島新地旧అ跡及び大ৌ樋門群は、近世の干拓
技術の変ભを୧ることができる貴重な遺跡群である。特に大ৌ樋門群について
は、干拓を企画・立Ҋ、上ਃしŊ 実際に施工したࣛ子木ྔ平・ݠ之助親子以来
の記録類『ࣛ子木家文書』（ݸ人所蔵、市立博物館دୗ）が現存しておりŊ 遺構
とఅ・樋門等の設計図Ŋ 施工方法、見ੵ等を記した諸史ྉをൺֱ・検ূする
ことが可能である。

（９）近現代
　明治ҡ新を迎え、明治 3 年（1870） に八代城はഇ城となった。ཌ 4 年に城跡
は܉用地となったが、同年に八代県が新設されることとなり、本丸跡に県
庁が置かれた。
　八代城ഇ城に伴い、松井家当主松井Ӱ

ㆿㆤ㇆ㆌ

之は明治 6 年（1873）に松浜軒に移り、
Ӆډしていたの章之は২༄村の別ఛࡋ༄園に移り住んだ。ࡋ༄園の屋敷は、
明治 28 年（1895）に八代城跡ࡾノ丸に移築され、松井家分家の屋敷となった。
また、ࡋ༄園の跡地は八代市立২༄小学校となり、庭園は残され現在も校庭内

1hoto.11　ߴౡ৽地چఅ跡

1hoto.1�　େḜṤ群ʮ֪Ṥʯ
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に所在している。
　八代県は明治 6 年（1873）にഇ止されてന川県（現在の熊本県）にٵऩされた。
同年には本丸跡の大書院の中に代城校（代ཅ小学校の前身）が設けられ、同 10 
年の西南戦૪の際には代城校に野戦ප院が置かれた。
　西南戦૪後、明治 13 年（1880）に本丸跡にջ良親Ԧを顕彰する官ฎ中社・
八代宮を設置することとなり、同 16 年に社殿がམ成、ཌ 17 年に神ྶ࠲の大
祭がࣥり行われた。この時に本丸南側の石垣の一部をఫڈして橋を架け、参道
が設けられた。
　八代海の干拓は、明治以降も進めら
れた。明治 29 年（1896）に八代܊が
基本財産造成を目的に行った܊

㇓ㆡㆎ

築干拓
では、当時の先進技術が八代平野に導
入 さ れ、 明 治 33 〜 35 年（1900 〜 
1902） にߕ号・Ե号・ช号 3 基の樋門
群が築かれた。3 基の樋門群のうち、
号樋門（旧ߕ

ㆌ㇅ㆄ㇓ㆡㆎ㆗㇓ㆡ㆓ㆄ㆔ㆄㆲ㇂㇓

号樋門）が当ߕ築新地܊
時のఅとともに現存しŊ 現役の樋門
及びఅとして稼働しているŇ
築干拓では、昭和܊　 11 年（1936）
に干拓అの一部が決壊し、同 13 年
に新たに二൪町樋門（܊

㇓ㆡㆎㆫㆰ㇓ㆡ㇇ㆄ

築二൪町樋門）
が築かれŊ 現役施設として稼働してい
るŇ
　また、代城校が置かれていた大書院
は昭和 14 年（1939）頃に二ノ丸跡に
移築され、昭和 34 年に市営றं場東
側に࠶移築されたが、昭和 61 年 2 月にՐ災でমࣦした。
　北ノ丸跡には、明治 14 年（1881）に松井߁之と興長を祭神とする松井神社
が建てられて、同 40 年に郷社にྻせられた。二ノ丸跡には、昭和 23 年（1948）
に八代総合ප院（現熊本総合ප院）が開院、同 47 年には八代市役所が二ノ丸跡
に移転し、ཌ 48 年に熊本県の総合庁ࣷも同所に移転（その後、長田町に移転）
した。
　平成 28 年（2016） 4 月 14 日（前震）・16 日（本震）の 2 度の熊本地震が発
生した。前震時には八代城跡の本丸北側にあたる࿓下橋門東側の石垣が大きく

1hoto.1�　܊چங৽地ߕ߸Ṥ

1hoto.14　܊ஙೋ൪ொṤ
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ሃみ、本震の際に北面の一部が崩壊し
た。また、同月 19 日の余震により、
۱֯部を含む東面が崩壊した。
　平成 28 年（2016）12 月に保存修
復作業に着手し、同 30 年 2 月にॡ工、
八代城跡は震災前の姿を取りした。
　また、令和 2 年（2020）7 月 4 日に
は、熊本県南部の߽Ӎにより球磨川が
൙ཞし、市の文化財ऩ蔵施設（旧八代

市立ࡔ本西部小学校跡）がਁ水し、ऩ蔵していた多くの文化財がඃ災した。
なお、平成 25 年（2013）7 月に、古麓城跡、麦島城跡、八代城跡、平山瓦

窯跡を一括して「八代城跡群」として国史跡に指定するようҙ見具ਃを行い、
ཌ 26 年 3 月 18 日付で国史跡となった。また、同 29 年（2017）2 月 9 日付で、
古麓城跡に所在する国有林野部分が加指定された。
　八代は熊本県だけでなく、全国に名声を轟かせた種山石工等を輩出した。彼
らは「干拓事業」や「めがね橋」の架設に携わり、八代に豊かな実りをもたらし、
地域の交通を支えた。それ故に、八代は「石工の郷」と呼ばれている。このよ
うなことから、令和 2 年（2020）6 月には、「八代を創造（たがや）した石工
たちの軌跡〜石工の郷に息づく石造りのレガシー〜」が日本遺産に認定された。
その中のストーリーの一つである「干拓によってもたらされた平野−干拓事業と
石工の活躍−」の構成文化財に、大ৌ樋門群、旧܊築新地ߕ号樋門附・ை受అ、
。築二൪町樋門等の干拓に関わる文化財が選定されている܊
　また、高島新地旧అ跡、大ৌ樋門群、旧܊築新地ߕ号樋門と܊築二൪町樋
門は、江戸時代から近代にかけて継続して行われた八代海干拓事業の干拓施設
築造技術の進展を୧ることができ、日本における干拓技術を知る上で重要な遺
跡群であること、そして新田開発の具体的な様子や樋門・అ等の土木技術の
発達と変ભを知る上で重要な遺跡であることが評価され、令和 3 年（2021）12 
月に「八代海干拓遺跡」として国史跡に指定するようਃが出され、令和 4 年
	2022
3 月 15 日付で国史跡に指定された。

２−４　ࣾ会的ڥ
（１）人口

平成 17 年（2005）8 月に、旧八代市とࡔ本村、ઍஸ町、鏡町、東ཅ村、ઘ
村の 1 市 2 町 3 村が合ซし、新たな八代市が生した。
　八代市の人口は令和 3 年（2021）9 月現在で 124286 人である。世ଳ数

1hoto.15　۽本地でյͨ͠八代城跡のੴ֞



第̎章　計画のݱঢ় 第̎章　計画のݱঢ়

32 33

推計値
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2025
（R７）

■  年少人口 ■  生産年齢人口 ■  老年人口

115,812

41,608

59,755

14,449

2015
（H27）

127,472

15,775

70,779

40,424

2010
（H22）

132,266

37,378

76,585

16,842

2005
（H17）

136,886

18,876

82,622

35,137

2000
（H12）

140,655

31,606

87,621

21,347

1995
（H７）

143,712

24,496

92,388

26,675

1990
（H２）

145,959

21,870

95,834

28,131

1985
（S60）

149,421

31,849

98,853

18,699

2020
（R２）

123,067

14,679

65,046

42,131

1980
（S55）

16,183

100,275

33,919

150,389150,389

単位：人

'JH.05　ਓޱのਪҠ
ʮ第̎࣍八代市૯߹計画ʯʦ第 ༺基本計画ʧΑりҾظ�

は 50242 世ଳ、一世ଳ当たりの構
成は 2.41 人となっている。また、
令 和 2 年（2020）10 月 時 点 の 15
未満（年少人口）がࡀ 14679 人、
）ࡀ 64 〜 15 生 産 年 齢 人 口 ） が
65046 人、65 以上（齢人口）ࡀ
が 42131 人 と な っ て い る。 平 成
17 年の合ซ時点の八代市の人口は
136800 人余であったが、合ซから
現在まで少子高齢化と人口減少が続いている。

（２）土地利用区分及び産業別推移
　八代市の土地利用区分は、森林が 73.7�（約 502ὕ）と最も多く、ついで農
業用地 11.2�（約 76ὕ）、都市計画法に定める用్区域（住ډ用地、商業用地、
工業用地）の面ੵは約 26ὕである。
　市域の大半をめる森林のうち、スΪ・ώノキの人工林が 64.4�、広༿थ等
の自然林が 34.1� をめている。森林のうち、民有林が約 80�、国有林野が
20� をめている。
　八代市のब業者数はҩྍ・福ࢱ業、Էച・小ച業、農林業、造業が多く、
次いで建設業、運༌・༣便業となっている。

（３）交通
　八代市の交通については、南九州の交通の結節点として、九州新幹線新八
代Ӻ、九州ॎ؏自動ं道八代インターチェンジ、南九州西ճり自動ं道の八代
南インターチェンジ及び日奈久インターチェンジが設置されている。そしてア
ジア物流拠点として県内最大の国際易港である八代港が整備され、水交通
の要িであることが分かる。特に八代港は、中世八代城以来の徳ᔹの津に由来
する港である。
　八代港は、平成 11 年（1999）にؖ国のז山港までを結ぶコンテナ定期ધが
बߤし、同 9 年からは 5.5 万トンڃધഫに対する水ਂ 14m 岸นの整備が進め
られ、同 25 年にॡ工した。また、同 21 年からは神戸港との国内定期ધがबߤし、
ཌ年には国の重点港に指定され、南九州の物流拠点港として発展している。
　さらに、八代港は平成 29 年（2017）1 月に国の「官民連携による国際Ϋルー
ズ拠点を形成する港湾」に選定され、7 月には国の「国際ཱྀ٬ધ拠点形成港湾」
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に指定された。
　11 月には、国がΫルーズધ専用岸น（震強化岸น）の工事に着手した。
　また、同月に熊本県が「八代港におけるཱྀ٬ધ拠点形成計画書」を策定し、
平成 30 年（2018）2 月には熊本県と米国のロイϠルカリビアン社が「八代港
Ϋルーズ拠点形成協定書」を締結した。同年 11 月には国、熊本県、同社は「Ϋ
ルーズ拠点基本計画」を公表した。
　なお、八代港は令和元年（2019）8 月に、公ืによりѪ称が「くまモンポー
ト八代」に決定し、ཌ年 3 月にΫルーズ拠点が完成した。




